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ふくい産業支援センターでは、令和３年１１月１７日に、第７回「福井ベンチャーピッ

チ」を開催いたします。つきましては、当日のイベントの模様を取材いただきますようお

願いします。 

 

＜今回の見どころ＞ 

 ○社会課題の解決を目的とした若きスタートアップから、福井発の技術を持つものづく 

りベンチャーまでバラエティに富んだ５社のベンチャー経営者が登壇 

○杉本福井県知事とユニフォームネクスト横井社長が「福井発ベンチャーへの期待」を

テーマに対談、シアトル出身で福井県在住の実業家もショートスピーチで登場 

○２２０名（会場参加８０名、オンライン参加１４０名）を超える聴講者を集める等、

福井のベンチャーを取り巻くキーマンが集結 

 

＜添付書類＞ 

・第７回「福井ベンチャーピッチ」の概要 

・当日のタイムスケジュール 

・登壇者情報（５社） 

・福井ベンチャーピッチ チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

第 7 回「福井ベンチャーピッチ」を開催します 

～福井発の５名のベンチャー経営者が登壇～ 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

公益財団法人ふくい産業支援センター 

新産業支援部担当：岡田 

〒910-0296 坂井市丸岡町熊堂 3-7-1-16 

電話：0776-67-7411 ／ e-mail：venture@fisc.jp 



 

 

第 7 回「福井ベンチャーピッチ」の概要 

 

１．事業概要 

【名 称】第７回「福井ベンチャーピッチ」 

【開催日】令和３年１１月１７日（水）13：30～16：30（参加費無料） 

【会 場】ハピリンホール（福井市中央１丁目２−１） 

【主 催】公益財団法人ふくい産業支援センター 

【ＵＲＬ】https://fvp7.jp/ 

※新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、来場者は関係者等 80 名のみに制限しています（マ

スコミは除く）。 

※一般の方は ZOOM による【オンライン】でのみ参加できます（定員は無制限）。事前申込の方のみ

視聴可能です（申込みは 11 月 15 日正午で終了）。 

 

福井ベンチャーピッチとは 

成長意欲の高いベンチャー企業に対して、ＶＣ、金融機関等の前でセールスプレゼン（ピッチ）

の機会を設け、資金調達や販路拡大、ビジネスマッチングを促進することを目的としてふくい産

業支援センターが実施しているもので、2017 年に立ち上げて以降、今回で 7 回目の開催となる。 

 

＜登壇者一覧＞ ５社 

○株式会社 REGIE 代表 藤本一希 氏 

 「医療 HR をアップデートするためのシステム開発に向けた資金調達」」 

○株式会社ボヌムエデュケーション 代表 藤田 侑平 氏 

「英語学習者(ELL)のための AI・オンライン学習システム EdTech の開発」 

○有限会社北陸ベンディング 代表 萩原 勉 氏 

 「つぶす・まげる・みがく～眼鏡で培った技術を異業種に～」 

○まいほむ株式会社 代表 牧野 智樹 氏 

「英語学習者(ELL)のための AI・オンライン学習システム EdTech の開発」 

○株式会社鮮魚丸松 代表 五島 輝幸 氏 

 「1 次産業（水産業）の活性化と企業の安定経営を目指して」 

 

２．その他 

開催にあたっては、各座席間に十分な間隔を設ける、消毒用のアルコールの設置、来場の際の注意

事項の徹底など、感染防止に万全の対策を期す予定です。 

 

 

 

 

 

 



 

タイムスケジュール 

 

  １３：３０ 開 会 

        ・主催者あいさつ 

        ・知事あいさつ 

        ・オリエンテーション 

        ・福井ベンチャーピッチ概要プレゼン 

１３：５０ オープニングセッション 

杉本知事と横井社長との対談（２０分） 

  １４：１０ ベンチャーピッチ前半（３社） 

① REGIE
リ ジ ー

（２０分） 

② ボヌムエデュケーション（２０分） 

③ 北陸ベンディング（２０分） 

１５：１５ 休憩 

１５：２５ リーダーインビテーション（コネクトフリー 帝都久利寿氏） 

１５：４０ ベンチャーピッチ後半（２社） 

④ まいほむ（２０分） 

⑤ 鮮魚丸松（２０分） 

１６：２０ クロージング 

  １６：３０ 閉会 

 

 

 

 

 

当日は、県内外のベンチャーキャピタル、金融機関、投資家、経営者、支援機関など、 

２２０名（会場８０名、オンライン１４０名）を超える聴講者のご参加を予定しています。 


